２　児童・生徒数の推移

　過去における学校児童・生徒数の流れは、前項「学校教育」の各学校欄に記載したが、人口の推移と共に社会の変動にそって児童数もゆれ動き、戦後の児童数はその傾向を顕著にあらわしている。

児童数の激減現象
　戦後のベビーブームで一時的にふくれあがった児童数も、やがて産児制限から核家族へと移行するなかで児童数の落ち込みがみえ始めた。とくに、昭和３４～５年ごろから強くあらわれだした児童、生徒の激減はそのとどまるところを知らず、今後数年間もこの現象が続き、昭和５３年ごろになってようやく小学校が安定するのではないかと予想されている。

　こうした過疎現象に対処する方策として、当然考えられるのが学校統合であった。


　学校統合の推移と状況は、前項の「学校統合」の項に記述しているので省略するが、羽合中学、北条中学、泊中学の３校統合によって昭和４５年北溟中学ができ、また長瀬小、宇野小の統合によって昭和４８年羽合西小学校ができたのも生徒数減少による対応策であった。

児童・生徒数の流
　しかし近年になって羽合町の人口減も落ちつきをみせはじめ、学校生徒の数もここ数年間のうちに横ばい状
れ
態となる見通しである。


　次に昭和１０年以降の児童・生徒数の流れをグラフにしてまとめてみた。戦後のベビーブームで出生した子供が順次小学校に入学し、昭和２９～３４年頃における児童数のピーク時と現在を比較してみれば、時代の流れを端的に物語っている。
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